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１．川崎市の現状

（１）行政区別にみた高齢化の現状

＜第7期川崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
かわさきいきいき長寿プランより抜粋＞
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（２）川崎市における介護人材確保・定着支援策

約7,700人
不足見込み

今年度は、更なる多様な人材の参入促進を図るため、

短時間勤務希望者、シニア層、外国籍の方々にもアプロ

ーチを広げ、取り組みを進めています。

また、定着支援の一環として、10月より新たに介護ロ

ボットの導入支援事業も開始しました。



平成31年度介護人材マッチング・定着支援事業における振り返り
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参加者の状況

（人）

項目 人数

説明会参加 138名

介護職員初任者修了者数 78名

入門的研修修了者数 13名

研修受講者合計 91名

就労者数 78名

＊介護職員初任者研修担当者 70名

＊入門的研修修了者 8名

※説明会参加者数に対して研修受講者割合 73.2％
※研修受講者の就職率 85％

＜媒体＞

＜性別＞
（説明会参加者）

＜居住地域＞ ＜希望する雇用形態＞

＜就労者の年齢層：平均47.9歳＞



２．令和2年度介護人材マッチング・定着支援事業の取り組みについて（１）
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介護未経験者向け説明会および選考会

介護未経験者（無資格者）に対し、介護職員初任者研修または介護の入門的研修を実施し、介護職への就業を支援しています。介護未経験者の就
業希望条件やスキルを鑑み、適したステップを経て、事業参加事業所様にご紹介しております。
コロナ感染予防対策のため、ウェブ研修を組み合わせながら各種取り組みを進めています。

介護職員初任者研修を受講

合同マッチング交流研修会

事業参加事業所にて施設見学・体験 ➡ 面接 ➡ 採用

～少ない時間から、簡単な業務から始めてみたい方～～資格を取って、しっかり働き始めたい方～

介護の入門的研修を受講

入職前研修

（介護現場で働く上での心構えやマナーについて学びます）

＜マッチングの流れ＞
80名

マッチング予定

事業参加までの流れ

ステップ❶
「事業参加申込書」

を提出

ステップ❷
担当者より連絡
「求人票」作成

ステップ❸
ホームページ等
にて情報公開

ステップ❹
研修・イベント等へ

の参加。
随時、人材紹介。

「事業参加申込書」をご提出いただいた事業所様宛に、順次、各種研修・イベントの案内をお送りしております。

5月中旬に、市内の介護事業者様宛に一斉にご案内をお送りし、求人票の受付を開始しました。今からでも間に合いますので、ご希望の事業所様は
求人票をご提出ください。研修参加者の皆様にご案内をしていきます。
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２．令和2年度介護人材マッチング・定着支援事業の取り組みについて（２）

定着支援の一環として、施設向けの研修も行っております。昨年度、法人単

位・事業所単位での施設内研修（講師派遣）の要望が多くありました。大規模

事業所であっても、同日に2名以上を研修に出すことは難しく、更にフィードバ

ックする時間や能力がないため、研修を受けっぱなしで終わってしまうリスク

があるからです。

施設内研修については、法人の要望と課題に応じて研修内容を設定し、適し

た専門的講師を派遣します。また、WEBを活用したオンラインでの研修も可能

ですので、お気軽にご相談ください。

＜研修例＞

・介護職員のためのハラスメント研修

・介護現場のためのストレスマネジメント支援研修 等



３．令和2年度外国人介護人材雇用支援事業の取り組み（2カ年継続事業）
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就労予定者
約30名 対象

ビジネスマナー
研修

外国人人材

外国人介護人材の活用に関する相談・支援 ： 随時対応

介護従事者
約270名 対象

日本語フォローアップ研修
初級・中級・上級コース
日本語能力検定
N4対策コース

個別進路相談指導
入国前日本語研修
入国後生活指導研修
介護入門的研修

等

昨年度に引き続き、フィリピン国より看護学生をインターンシップ生として受け入れを行う準備を進めてきましたが、長引くコロナ禍の影響により、今年度中の

入国は難しい状況です。このような状況を鑑み、これまで取り組んできた国内における外国人人材の育成と支援に力を入れて、取り組みを進めております。

個別相談

雇用マニュアル
指導マニュアル

フィリピン
インターンシップ生 14名

メンタルケア
受電：随時

来所相談：随時
派遣相談

外国人雇用全般に
関するセミナー

R2年度中の入国が難しい

継続的に実施

既に国内に在留する外国人人材について

『特定技能』の制度による
就業支援を進めます！
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【日程一部抜粋】
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＜就労ビザ等で在留している方の浮揚を受
ける配偶者等＞

・コロナの影響で、世帯としての収入が下
がり、自ら稼ぐ必要が出てきた方
・28時間の就労制限あり

①家族滞在ビザ

コロナ渦で、離職を余儀なくされた方、就業する必要が出てきた方、本来の職種での就業が難しい方など、日本国内の外国籍人材は多くの課題を抱えています。

在留資格にカテゴリー分けを行い、就業に向けた研修就労支援を進めています。これまでのサポートセンターで行っているSNS等を通し、全国各地からの問い合わ

せも増えてきております。

支援対象者は、全国に散らばっていることから、これまでのSNS等による募集を更に活発化させ、広報エリアを拡大し、弊社グループ各社や支店、連携先を通し

て広報活動を広げていきます。

＜日本語学校に通っている学生または、通
っていて特定活動ビザに切り替え中の方＞

・コロナの影響で、本来予定していた職種
での就業が難しい
・日本に残って就業したい
・N3以上の日本語レベル

②留学生

＜一般企業や国際業務を中心に学歴と語学
を生かして働いている方＞

・旅行業やインバウンドなど海外との業務
が多く、コロナの影響で失業者増
・N2以上の日本語レベル

③技術・人文知識・国際業務

「特定技能」介護の試験合格に向けた日本語研修

マッチング・定着支援事業にて
介護職員初任者研修受講

目標：10名

介護施設への就労を支援

３．令和2年度外国人介護人材雇用支援事業の新たな取り組み
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介護分野においては、経済産業省と厚生労働省が、2012年（平成24）に「ロボット技術の介護利用における重点分野（下図参照）」を策定し、翌年の2013年

（平成25）から国が本格的に介護ロボットの開発に対して積極的な支援をはじめました。しかし、その支援を受け、介護ロボットの開発は進んでいるにもかかわ

らず、一般的にはあまり普及しているとは言えないのが現状です。

その理由としては、介護ロボットができるのは単純な作業のみであり、要介護者一人を任せられないということ、開発されている技術と介護者や要介護者のニ

ーズがかけ離れているということなどが挙げられます。新型コロナウイルス感染症防止策の一環としても大きく期待を寄せられている今、分かりやすく情報を発

信し、課題抽出を通して、『人手』と『機器手』の役割を明確にすることで、上手く介護ロボットを活用できるようなサポートを行っていきます。

４．令和2年度介護ロボット等導入支援事業の取り組み（新規）
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事業開始に先立ち、説明会を開催しますので、現状の取り組みにおける情報交換も含め、ぜひこの機会にご参加ください。


